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は
し
が
き

第
二
次
大
戦
後
、
量
的
に
豊
富
で
あ
っ
た
近
世
農
村
史
の
個
別

研
究
も
近
年
で
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
必
ず

し
も
農
村
史
研
究
の
停
滞
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

こ
こ
数
年
来
近
世
史
研
究
に
対
す
る
方
法
論
的
反
省
が
要
請
さ

れ
、
従
来
の
個
別
的
基
礎
的
な
調
査
活
動
の
成
果
の
上
に
た
っ
て

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

は
し
が
き

「
荒
川
村
の
概
況
と
支
配
事
情

二
、
土
地
所
有
の
変
遷
と
延
宝
期
の
家
族
構
成

三
、
寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
村
の
展
開

１
諸
紛
争

２
近
世
村
落
の
確
立

む
す
ぴ

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
っ

Ｉ
武
州
榛
沢
郡
荒
川
村
の
場
合
Ｉ

学
界
の
研
究
動
向
が
商
品
流
通
構
造
と
の
関
係
、
幕
藩
権
力
と
の

関
連
、
地
主
制
展
開
へ
の
見
通
し
を
も
っ
て
質
的
に
は
、
さ
ら
に

高
度
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
１
）
。

と
こ
ろ
で
、
関
東
地
方
に
つ
い
て
い
え
ば
、
い
ち
早
く
古
島
敏

雄
氏
（
２
）
に
よ
っ
て
、
関
東
を
東
山
養
蚕
地
帯
の
一
部
と
見
な
し

大
阪
周
辺
な
ど
と
の
比
較
に
立
つ
す
ぐ
れ
た
地
域
類
型
論
の
着
想

が
提
出
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
大
石
慎
二
郎
氏
（
３
）
屯
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
地
理
的
・
政
治
的
特
殊
性
と
村
方
史
料
の
伝
存
事

情
と
に
制
約
さ
れ
て
、
近
世
農
村
史
の
研
究
は
、
他
地
域
よ
り
か

な
り
遅
れ
て
着
手
さ
れ
、
数
的
に
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
勿

論
、
こ
こ
で
も
着
実
な
調
査
に
も
と
づ
く
注
目
す
べ
き
業
績
（
４
）

が
、
こ
こ
数
年
来
現
わ
れ
た
が
、
な
お
、
も
っ
と
個
別
的
具
体
的

な
研
究
を
蓄
積
す
べ
き
段
階
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
取
扱
う
幕
藩
制
成
立
期
に
つ
い
て
い
え
ば
、
関
東
に
お

い青
木
良
子

て

八
五
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け
る
検
地
と
本
百
姓
の
形
成
過
程
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
研
究
が

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
北
島
正
元
氏

（
５
）
の
開
拓
し
た
線
に
沿
っ
て
、
天
正
十
八
年
の
関
東
入
国
以
来

の
徳
川
氏
の
検
地
は
、
太
閤
検
地
の
強
い
原
則
に
も
拘
ら
ず
、
在

地
の
実
情
に
則
し
て
漸
進
的
に
な
さ
れ
、
旧
来
の
名
主
の
系
譜
を

ひ
く
土
豪
に
対
し
て
は
懐
柔
策
が
と
ら
れ
、
近
世
本
百
姓
の
一
般

的
形
成
は
、
そ
の
後
の
総
検
地
が
行
わ
れ
た
寛
文
延
宝
期
に
見
ら

れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
武
州
榛
沢
郡
荒
川
村
（
６
）
（
現
埼
玉
県
大
里

郡
花
園
村
荒
川
）
に
お
い
て
も
、
近
世
村
落
の
形
成
上
、
寛
文
延

宝
期
が
重
要
な
時
点
で
あ
る
こ
と
は
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
錯
綜

し
た
分
郷
関
係
を
も
つ
関
東
農
村
に
お
い
て
、
幕
府
の
寛
文
延
宝

検
地
施
行
下
に
あ
っ
た
農
民
の
対
応
関
係
を
具
体
的
に
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

註
（
１
）
北
島
正
元
「
戦
後
の
農
村
史
研
究
を
回
顧
し
て
」
（
史
学
雑
誌
六
三

ノ
ー
○
・
一
一
、
昭
和
二
十
九
年
）
、
社
会
経
済
史
学
会
編
「
戦
後
に
お

け
る
社
会
経
済
史
学
の
発
達
」
（
昭
和
三
十
年
）
、
「
藩
政
確
立
期
の

諸
問
題
」
特
集
号
（
社
会
経
済
史
学
二
四
ノ
ー
一
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
）
、

「
戦
前
・
戦
後
の
研
究
史
の
歩
承
」
特
集
号
（
地
方
史
研
究
五
○
、

昭
和
三
十
六
年
）
、
史
学
雑
誌
毎
年
五
月
号
の
「
回
顧
と
展
望
」
。

（
２
）
「
近
世
に
於
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開
」
（
社
会
構
成
史
体
系
、
昭

和
二
十
五
年
）
。

法
政
史
学
第
一
五
号

八
六

（
３
）
「
関
東
地
方
史
研
究
」
関
東
近
世
史
特
集
号
（
歴
史
評
論
九
五
、
昭

和
三
十
三
年
）
、
な
お
、
村
上
直
「
江
戸
及
び
近
郊
農
村
の
研
究
と

動
向
」
（
歴
史
教
育
六
ノ
一
二
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
）
等
。

（
４
）
鳥
塚
惠
和
男
「
江
戸
時
代
関
東
一
農
村
に
お
け
る
土
地
所
有
と
農
業

経
営
形
態
の
変
遷
」
（
農
業
経
済
研
究
二
四
ノ
ー
、
昭
和
二
十
七
年
）
、

永
原
慶
二
・
長
倉
保
「
後
進
Ⅱ
自
給
的
農
業
地
帯
に
お
け
る
村
方
地
主

制
の
展
開
ｌ
北
関
東
の
事
例
を
中
心
に
Ｉ
」
（
史
学
雑
誌
六
四
ノ
ー
。

一
一
、
昭
和
三
十
年
）
、
北
島
正
元
「
徳
川
氏
の
初
期
権
力
構
造
ｌ
検
地

と
分
附
記
載
よ
り
見
た
る
ｌ
」
（
史
学
雑
誌
六
四
ノ
九
、
昭
和
三
十

年
）
、
山
田
武
麿
「
近
世
山
村
に
お
け
る
本
百
姓
の
形
成
と
家
抱
ｌ

武
蔵
国
秩
父
郡
太
田
部
村
の
場
合
ｌ
」
（
群
馬
大
人
文
科
学
紀
要
四

ノ
九
、
昭
和
三
十
年
）
、
同
「
北
関
東
山
村
に
お
け
る
家
抱
制
の
解

体
過
程
」
（
日
本
歴
史
一
一
一
一
九
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
）
、
青
木
虹
二
「
小

農
民
の
自
立
に
つ
い
て
」
（
社
会
経
済
史
学
二
三
ノ
四
、
昭
和
一
一
一
十
二

年
）
、
木
村
礎
編
「
封
建
村
落
Ｉ
そ
の
成
立
か
ら
解
体
へ
Ｉ
Ｌ
（
昭
和

一
一
一
十
三
年
）
横
浜
市
史
第
一
巻
（
昭
和
三
十
一
一
一
年
）
、
児
玉
幸
多
「
佐

倉
惣
五
郎
」
（
昭
和
三
十
三
年
）
、
木
村
礎
・
伊
藤
好
一
編
「
新
田
村
落
」

（
昭
和
三
十
五
年
）
。

（
５
）
前
掲
史
学
雑
誌
六
四
ノ
九
・

（
６
）
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
、
す
べ
て
昭
和
一
一
一
十
三
年
夏
以
来
探
訪
を

重
ね
た
花
園
村
持
田
英
孝
氏
所
蔵
文
書
で
あ
る
。
調
査
の
過
程
で
田

尻
高
樹
編
「
持
田
家
文
書
」
二
冊
（
昭
和
一
一
一
十
四
年
’
三
十
五
年
）

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
学
界
の
た
め
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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『
荒
川
村
の
概
況
と
支
配
事
情

荒
川
村
は
、
秩
父
盆
地
か
ら
東
京
湾
に
向
う
荒
川
が
、
関
東
平

野
に
注
ぐ
寄
居
・
熊
谷
間
の
河
流
の
北
岸
沿
い
に
位
す
る
生
産
力

の
低
い
畑
作
農
村
で
あ
っ
た
。
江
戸
か
ら
西
北
に
約
二
○
里
、
近

く
に
熊
谷
・
深
谷
（
と
も
に
中
山
道
の
宿
駅
）
・
寄
居
な
ど
の
市

場
町
を
控
え
、
ま
た
、
北
方
三
里
に
し
て
舟
運
の
盛
ん
な
利
根
川

に
至
り
、
物
資
の
交
易
、
交
通
の
便
に
頗
る
恵
ま
れ
て
い
た
。

戦
国
末
期
の
荒
川
村
は
、
小
田
原
後
北
条
氏
の
一
族
鉢
形
城
主

北
条
安
房
守
氏
邦
の
支
配
下
に
属
し
、
持
田
四
郎
左
衛
門
ら
の
荒

川
衆
と
い
わ
れ
る
半
農
。
半
武
士
的
性
格
を
有
す
る
名
主
百
姓
や

（
天
正
五
年
）

牢
人
土
着
者
ら
が
居
住
し
て
い
た
（
１
）
。
丑
八
月
廿
日
付
の
北
条

氏
邦
朱
印
状
は
じ
め
一
一
、
三
の
朱
印
状
に
「
荒
川
郷
」
と
と
も
に

「
只
沢
」
の
地
名
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
給
人
持
田
四
郎
左
衛
門

家
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
荒
川
と
、
領
主
北
条
氏
邦
の
直
領

（
天
正
十
一
○

（
御
領
所
）
と
な
っ
て
い
た
只
沢
の
二
聚
落
が
あ
り
、
戊
子
八
月

十
五
日
の
北
条
氏
邦
朱
印
状
に
よ
り
、
同
年
の
検
地
政
二
○
貫
余

の
う
ち
、
一
貫
五
四
一
文
の
扶
持
を
受
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
御

領
所
部
分
の
代
官
給
と
ゑ
て
よ
か
ろ
う
。

天
正
十
八
年
六
月
鉢
形
城
が
落
ち
、
後
北
条
氏
は
滅
亡
し
、
徳

川
家
康
が
関
東
に
入
封
し
た
。
こ
れ
に
伴
な
い
、
北
武
蔵
の
民
政

は
、
旧
領
甲
斐
国
の
奉
行
成
瀬
吉
右
衛
門
・
日
下
部
兵
右
衛
門
に

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

よ
り
行
わ
れ
、
武
川
衆
・
根
来
衆
が
こ
れ
に
従
っ
た
（
２
）
。

荒
川
村
の
最
初
の
総
検
地
は
、
文
禄
四
年
に
伊
奈
熊
蔵
忠
次
を

総
奉
行
と
す
る
内
藤
左
衛
門
尉
・
袴
田
七
右
衛
門
尉
・
川
下
（
又

は
川
田
）
平
次
左
衛
門
尉
の
三
奉
行
人
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
田

八
反
七
畝
九
歩
、
畠
三
九
町
八
反
五
畝
一
歩
、
屋
敷
九
反
一
畝
八

歩
、
外
に
永
不
畠
八
町
三
反
四
畝
一
一
六
歩
が
登
録
さ
れ
た
（
３
）
。

元
和
年
間
に
は
、
幕
領
八
六
万
余
（
一
三
町
四
反
一
一
一
畝
）
と
、

五
味
菅
十
郎
八
一
石
余
（
一
二
町
六
反
九
畝
八
歩
）
、
須
田
弥
平

一
一
六
石
余
（
四
町
一
反
四
畝
四
歩
）
の
二
人
の
給
人
と
に
分
郷
が
行

わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
幕
領
は
、
元
和
六
年
に
給
人
吉
野
勘
十

郎
に
代
り
、
寛
永
十
一
年
に
再
び
幕
領
に
、
そ
の
後
、
元
禄
十
一

年
の
所
謂
「
地
方
直
し
」
に
よ
っ
て
大
久
保
長
九
郎
・
同
源
右
衛

門
・
同
一
一
一
太
夫
・
内
藤
金
左
衛
門
の
四
給
人
に
各
五
三
石
余
宛
均

等
に
分
郷
さ
れ
、
五
味
領
は
、
寛
永
元
年
小
宮
山
喜
左
衛
門
に
代

り
、
須
田
領
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
、
元
禄
十
一
年
以
降
六
給
に

分
郷
さ
れ
た
ま
ま
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

前
述
の
北
条
氏
邦
の
給
人
持
田
四
郎
左
衛
門
は
、
こ
の
幕
領
か

ら
吉
野
領
へ
、
つ
い
で
幕
領
へ
、
さ
ら
に
四
給
地
へ
と
い
う
変
遷

（
後
掲
史
料
一
ノ
②
）
を
示
す
地
域
の
世
襲
名
主
と
な
る
。
寛
文

延
宝
期
に
は
そ
の
子
孫
が
太
郎
兵
衛
と
称
す
る
。
こ
の
地
域
で
は

幕
領
時
代
（
寛
永
ｌ
延
宝
期
）
に
耕
地
が
著
し
く
拡
大
さ
れ
た
。

年
貢
は
近
世
初
頭
以
来
ほ
ぼ
金
納
さ
れ
、
形
式
的
に
は
石
高
制
で

八
七
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Ｋ
Ｋ

規
営
留
針
Ｈ
Ｒ
１
ｉ
Ｆ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｎ

第
一
表
荒
川
村
幕
領
百
姓
別
土
地
所
有
の
変
遷
と
家
族
構
成

(
単
位
畝
）

寛
文
1
2
年
(
古
高
）
（
Ｂ
）

延
宝
４
年
（
Ｃ
）

年
（
Ａ
）

疾
構
凧
ｕ
」

、
縁
Ｌ
ヲ
F
皿
蒋
勿
u
D

百
姓
名
｜
田
畑
｜
屋
敦
’
百
姓
名
｜
田
畑
｜
屋
敷
|
野
銭

田
畑
｜
屋
敦

７
人

１
人

太
郎
兵
衛
(
4
6
）

市
郎
左
衛
門
(
4
3
）

圧
兵
衛
(
3
8
）

人
７３６

太
郎
兵
衛

市
郎
左
衛
門

庄
兵
衛

太
郎
兵
衛

市
郎
左
衛
門

庄
兵
衛

2
７
０
．
０
８

９
．
１
６

４
３
．
１
４

５
．
０
０

1
4
4
.
1
0

5
６
６
．
１
６

9
9
.
2
9

1
6
2
.
2
6

(
繩
除

）
3
２
７
．
２
４

(
2
.
1
8
）

１
５

0
.
2
4

1
３
６
．
０
８

九
郎
兵
衛
(
6
6
）

五
郎
左
衛
門
(
6
0
）

角
右
衛
門
(
5
7
）

長
兵
衛
(
5
3
）

七
兵
衛
(
4
5
）

戸
右
衛
門
(
5
9
）

九
郎
兵
衛

五
郎
左
衛
門

角
右
衛
門

長
兵
衛

七
兵
衛

伝
兵
衛

九
郎
兵
衛

五
郎
左
衛
門

角
右
衛
門

六
之
助

山
三
郎

伝
兵
衛

６
５
．
０
９

１
７
６
．
２
２

１
０
５
．
２
７

９
５
．
１
５

２
０
９
．
１
４

６
１
．
０
０

1
．
２
０

１
．
１
８

１
．
１
８

３
．
０
６

１
．
１
８

2
５
．
２
０

１
７
．
０
６

２６４１５２

1
２
．
１
６

３
７
．
２
１

１
８
．
０
０

２
１
．
２
０

３
４
．
０
０

１
５
．
２
５

1
2
.
0
0

１
．
２
２

1
3
9
.
0
4

３
．
２
２

(
潰
れ
）

２
3
.
0
6

(*）

に|，
墓郎真衛塁|脇ｌｌｉＩ:|川|墓郎二衛鰯）

墓郎真衛署|::霊｜Ｍ、
1
１
７
．
１
３
１
１
．
１
０

孫
兵
衛
(
4
6
）

久
兵
衛
(
3
6
）

弥
右
衛
門
(
5
3
）

精
兵
衛
(
2
9
）

衛衛助衛

加
右
衛
門

久
兵
衛

権
右
衛
門

丘〈丘〈の丘〈

５３４３

2
.
1
0

1
0
.
1
8

1
2
.
0
4

罪
）

3
２
．
１
０

２
４
．
１
６

４
１
．
０
２

１
６
．
１
６

６
７
．
０
０

１
２
９
．
１
６

５
５
．
１
７

2
．
０
８

１
．
１
５

２
．
０
８

9
５
．
１
３

４
．
１
６

(*）１

2
0
.
1
6

(
死

6
1
8
1
兵
左
衛
門
'
3
1
川
|
m
北
川
|
兵
左
衛
門
(
3
8
）

兵
左
衛
門

６
8
０
．
２
５
１
６
．
１
８

鐸
７
Ｆ
穂

8
０
．
２
５

２
１
．
１
７

２
０
．
２
８

１
７
．
２
１

２
１
．
０
０

鱗
Ｉ

清
左
衛
門

惣
左
衛
門

善
兵
衛

市
郎
兵
衛

清
左
衛

惣
左
衛

善
兵

市
郎
兵

門門衛衛

２２４５

1
．
１
０

１
．
０
６

２
．
１
２

０
．
２
４

1
．
１
０

4
９
．
２
０

３
５
．
１
７

４
７
．
１
６

８
９
．
２
７

8
１
．
０
６

1
．
１
０

う
l
z
W
?
?
（
ノ
ヤ
・
侭

(1.12）

(1.12）
１
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小
左
衛
門
(
7
0
）

市
左
衛
門
(
6
6
）

理
兵
衛
(
3
4
）

五
兵
衛
(
5
7
）

棚蜥兵兵

小
左
衛
門

権
之
丞

里
兵
衛

五
兵
衛

小市里五

門門衛衛

７７９７

2
１
．
１
０

０
．
２
７
５

0
.
2
7
5

0
.
2
7
5

0
.
2
7
5

9
０
．
１
２

７
２
．
１
２

８
０
．
２
１

５
１
．
２
７

２
．
１
０

２
．
１
０

３
．
０
６

４
．
０
８

3
０
．
０
０

３
７
．
０
０

３
９
．
２
６

４
１
．
０
０

2
６
．
２
１

１

１４５

小
左
衛
門

７
7
５
．
１
６

３
．
２
０

1
２
．
１
５

1
5
.
0
0

角
右
衛
門
(
7
0
）

所
左
衛
門
(
6
0
）

平
右
衛
門
(
3
3
）

角
右
衛
門

所
左
衛
門

平
右
衛
門

権
三
郎

所
左
衛
門

平
右
衛
門

5
8
.
1
6

7
4
.
0
6

2
1
.
0
1

1
９
．
２
７

２７３

平
右
‘
衛
門

6
９
．
０
４

､
０
８

．
２
０

2
．
０
０

０
．
１
２

0
．
１
５

０
．
１
５

２
．
１
２

3
３

１
５

平
左
衛
門
(
2
4
）

金
左
衛
門
(
4
0
）

多
兵
衛
(
3
6
）

平
左
衛

金
左
衛

多
兵

門門衛

平
左
衛
門

金
左
衛
門

多
兵
衛

1
５
９
．
０
６

１
０
３
．
０
７

１
２
８
．
０
６

４
．
０
０

２
．
２
０

3
.
0
0

9
ヲ
.
1
０

3
．
１
４

1
８
．
２
８

２
２
．
１
４

１
９
．
０
５

６５４

１

職
部

９
6
０
．
２
７

３
．
１
４

3
．
２
２

１

'01治
一
一
一

兵
衛
’
6
1
.
1
3

次
兵
衛
’
5
8
.
2
4

次
郎
左
衛
門
(
3
0
)
’
３

次
兵
衛

6
6
.
0
3

襄郎亘衛鴇Ⅲ1釧彊lⅢ､l甚…ﾙ〔潰れ］
垣輝署！;;蓋

1
1
1
与
兵
衛
’
6
0
.
0
7

l量::'二二鯛に’
川
`
|
夏
島
寓
|
鰯

:j:|更鼻寓|淵'1::：
(*）

1
2
1
次
右
衛
門
１
５
８
．
０
６

(1.03）
太
郎
右
衛
門
(
5
8
）

六
右
衛
門
(
5
6
）

与
左
衛
門
(
5
3
）

太
郎
右
衛
門

六
右
衛
門

与
右
衛
門

太
郎
右
衛
門

六
右
衛
門

与
右
衛
門

7
４
．
２
１

４
０
．
１
６

５
１
．
２
６

０
．
２
１

０
．
２
４

０
．
２
０

1
０
．
２
４

８
．
０
０

１
０
．
０
４

1
８
．
２
７

４
．
０
９

１
２
．
２
１

２１３

(
潰
れ
）

庄
左
衛
門

(1.03）
(
4
.
1
2
）

1
３

4
８
．
１
１

:岩:に:;)|噸に二:北iに撫鰯川
八
右
衛
門

十
兵
衛

１

惣
八
郎

3
0
0
1
伝
左
衛
門
l
M
l
m
l
伝
左
衛
門
|
…
'
2
2
8
1
2
"
|
源
右
衛
門
(
濟
北

1
4
1
六
右
衛
門
’
２
７
．
０
２

露
緩
蝿
韓
旦
鳰
土
岬
憾
Ｉ
Ｐ
〈
鐵
船
蝉
豊
里
０
Ｗ
（
掘
將
）

､
-
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ぺ
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あ
る
が
、
年
貢
の
収
納
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
永
高
制
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。

以
下
の
論
述
は
、
幕
領
時
代
を
中
心
と
す
る
。

註
（
１
）
杉
山
博
「
戦
国
末
期
に
お
け
る
岩
付
・
鉢
形
領
の
武
士
と
農
民
」

（
昭
和
三
十
四
年
度
史
学
会
大
会
部
会
報
告
）
。

（
２
）
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
五
蝉
八
九
五
’
六
頁
。

（
３
）
紙
数
の
制
限
か
ら
文
禄
検
地
に
つ
い
て
立
入
っ
た
考
察
は
許
さ
れ

閂

N｣１

牢一己田・Ｃａｌ山』．。⑭｜中牢一己四○・ｓ｜い］．。、｜小型一念呂・Ｓ｜『Ｐ。、｜①ＤＰ函①｜小
型
一
］
ｇ
一
『
｜
鵠

小

解

Ｕ）’○￣
●●●

綱
詞

今
・
勘
叶
鐵
田
再
凹
ン
苫
・
曝
虫
で
歩
測
醗
吋
部
で
バ
ラ
汗
タ
。

法
政
史
学
第
一
五
号

索
酔
剖
斗
。

剛
蝉
謹
Ｏ
苛
鷺
ｕ
聯
（
）
寓
言
中
丙
叫
縣
苦
ハ
ラ
が
一
ｓ
・
闇
冊
十
捕
料
軒
鐡
団
逗
司
再
ヰ
コ
チ
岡
一
一
一
曲
叫
酵
・

闇
柵
山
愉
器
召
刈
師
議
団
“
罫
叶
鐡
団
〃
別
叶
鐵
団
〃
醐
荊
鐡
戸
向
叫
什
肋
慈
丙
謎
鈍
で
汁
戟
捌
鍛
引
呂
・

湖
月
］
画
撒
餌
Ｏ
淫
“
帥
叶
鐡
田
代
潤
削
李
愉
誌
叶
鐡
団
“
誌
川
要
代
Ｏ
遜
索
戸
引
呂
就
戦
割
摘
一
句
丙
片
０
Ａ
鹸
到
戟
盆
樋
斗
が
Ｏ
再
髄
矧
Ｏ
圏

画
凹
・
邑
印

HｍＨ

九
○

甑
ｌ
剛
諦
三
戴
瓢
薗
叫
陣
望
什
馨
到
針
ｅ
滑
鯛
峠
翔
濡
覇
厨
（
・
’
山
艸
）

、
司
怠>H１

劃灘

α
・
画
山

ａ
・
画
面

『］【

珊
萩
而

汁
叶
劃
田

鞭
針
劃
団

十
Ｎ
脚

脚
雪
針
熱
。

珊
叶
翻
劃

計
洵
劃

な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
小
久
保
忠
克
「
武
州
榛
沢
郡
荒
川
村
の
古
検

地
に
つ
い
て
」
（
埼
玉
研
究
一
一
一
、
昭
和
三
十
四
年
）
が
あ
る
が
、
な
お

検
討
の
余
地
が
あ
る
。
別
稿
「
関
東
農
村
に
お
け
る
文
禄
・
元
和
検

地
に
つ
い
て
」
参
照
。

二
、
土
地
所
有
の
変
遷
と
延
宝
期
の
家
族
構
成

荒
川
村
に
お
け
る
土
地
所
有
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
最
も

注
目
す
べ
き
こ
と
は
新
田
開
発
に
つ
い
て
で
あ
る
。

｜］〕○・］○
ｍ
。
○
『

＋
・
］
『

＋
・
］
○

Ｊ
・
］
山

山
《
・
Ｃ
ｍ

ｐ
今
０
つ
■

（蔀最Ｐ巳昔）

。
。
］
画

○
・
画
今

計ｐｌ＋

勘
洵
塾
（
弓
）

灘
（
９
）

荊
蕊

面
ヨ
『
’
一
｛
つ
Ⅸ

Ｕ２いいトコ

－－ﾍ

ﾚｼＩｒｌ

Ｈｌ

〉側
～－－

（鵲）
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く
し
ぴ
き
の

荒
川
村
の
北
方
に
位
す
る
櫛
挽
野
は
、
周
辺
一
一
ハ
カ
村
の
持
添

新
田
と
し
て
延
享
二
年
神
尾
若
狭
守
の
検
地
を
受
け
た
幕
領
で
あ

る
が
（
１
）
寛
文
期
頃
は
近
辺
農
村
の
入
会
地
で
あ
り
、
荒
川
村
の

ざ
６
が
い
と

お
ま
え
た

北
隣
猿
喰
士
村
及
び
原
宿
村
は
飯
塚
村
の
枝
郷
で
（
２
）
、
小
前
田
新

田
村
は
慶
長
年
間
に
旧
北
条
氏
邦
家
臣
町
田
士
佐
守
ら
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
見
立
新
田
で
あ
る
（
３
）
。
猿
喰
士
村
の
分
村
は
寛
文
以

前
で
あ
る
が
、
荒
川
村
の
文
禄
検
地
帳
に
は
「
ざ
る
が
い
と
」
の

地
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
荒
川
村
と
猿
喰
士
村
、
小
前
田
新
田
村

境
域
が
確
立
す
る
の
は
、
後
に
ゑ
る
よ
う
に
寛
文
十
二
年
頃
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
荒
川
村
自
体
未
墾
地
が
多
く
、
本
田
畑
の
地
続

き
を
開
発
し
た
切
添
新
田
は
、
寛
文
延
宝
期
頃
ま
で
隠
田
と
さ
れ

る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
表
は
、
検
地
帳
類
に
よ
る
幕
領
百
姓
別
所
有
高
の
変
遷
と

延
宝
三
年
の
家
族
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
の
四
は
、
給
人
吉
野
勘
十
郎
の
内
検
地
に
よ
る
元
和
六
年
検

地
帳
写
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
検
地
帳
は
名
寄
形
式

で
分
附
記
載
は
な
く
、
畑
は
上
・
中
・
下
の
品
等
別
に
地
字
畝
歩

を
記
し
、
全
体
で
四
筆
し
か
な
い
田
は
「
是
〈
間
付
る
畝
歩
壱
倍

（
岡
成
Ｉ
畠
地
）

而
お
か
な
り
の
年
一
員
」
と
し
て
面
積
を
実
面
積
の
一
一
倍
に
見
積
っ

た
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
の
畑
方
に
含
め
集
計
さ
れ
て
い
る
。
一
筆

毎
の
下
方
に
分
筆
し
た
畝
歩
・
百
姓
名
が
後
筆
で
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
寛
文
十
一
一
年
、
名
主
太
郎
兵
衛
が
古
高
反
歩
（
元

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

和
検
地
高
）
を
現
実
の
耕
作
老
ご
と
に
調
整
・
仕
分
け
す
る
過
程

で
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
寛
文
十
二
年
六
月

の
「
武
州
榛
沢
之
郡
荒
川
村
水
帳
名
寄
古
帳
反
歩
之
わ
け
」
と

い
う
表
題
の
簿
冊
の
記
事
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
各
々

の
最
初
の
一
筆
に
捺
印
が
あ
る
こ
の
寛
文
の
帳
簿
か
ら
作
成
し
た

の
が
⑧
で
あ
る
。
ｐ
は
、
延
宝
四
年
九
月
、
代
官
深
谷
忠
兵
衛
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
総
検
地
の
結
果
で
あ
る
。
田
・
屋
敷
・
野
銭
林

の
順
に
記
載
し
た
も
の
－
冊
、
畑
方
分
一
一
冊
、
計
三
冊
に
及
ぶ
延

宝
四
年
の
「
荒
川
村
辰
御
縄
打
水
帳
」
写
は
、
畑
は
地
字
順
に
、

上
・
中
・
下
・
下
々
・
萩
・
林
の
各
種
目
に
わ
け
、
田
は
上
・
下

・
下
々
に
わ
け
て
登
録
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
年
貢
割
付
状
に
の

ゑ
記
載
さ
れ
て
い
た
山
銭
を
「
林
野
銭
」
と
称
し
て
所
有
者
別
に

登
録
し
て
い
る
。
た
だ
、
遺
憾
な
が
ら
元
和
・
寛
文
・
延
宝
の
い

ず
れ
の
検
地
帳
に
お
い
て
も
石
高
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
一
兀
和
六
年
に
登
録
さ
れ
た
一
三
町

五
反
余
は
一
五
人
に
よ
っ
て
所
持
さ
れ
、
一
人
当
り
の
持
高
は
最

高
三
町
歩
余
、
最
低
一
一
反
余
歩
の
間
に
分
散
し
て
い
る
。
う
ち
、

屋
敷
を
登
録
し
て
い
る
の
は
一
○
人
で
あ
る
が
、
他
に
縄
除
さ
れ

た
名
主
四
郎
左
衛
門
①
が
あ
る
（
後
掲
史
料
三
）
。
し
か
し
、
こ

の
四
郎
左
衛
門
を
始
め
②
主
水
、
⑩
治
兵
衛
は
須
田
領
に
、
③
与

右
衛
門
、
⑥
惣
左
衛
門
、
⑫
次
右
衛
門
、
⑬
庄
左
衛
門
は
小
宮
山

領
に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
所
有
地
を
分
割
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ

九
一
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法
政
史
学
第
一
五
号

の
計
数
は
、
百
姓
別
所
有
高
の
実
態
で
は
な
く
幕
領
分
の
み
で
あ

る
点
に
注
意
し
た
い
。
と
も
か
く
、
寛
文
十
二
年
に
な
る
と
百
姓

数
は
四
四
人
に
激
増
す
る
。
元
和
六
年
の
各
名
請
地
は
ほ
と
ん
ど

分
割
さ
れ
、
六
分
割
（
②
主
水
）
か
ら
二
分
割
に
及
び
、
⑤
藤
左

衛
門
、
持
高
の
少
な
い
⑩
治
兵
術
、
⑭
六
右
衛
門
の
一
一
一
人
の
持
地
は

分
割
し
て
い
な
い
。
寛
文
十
二
年
の
古
高
一
人
平
均
所
持
高
は
、

一
一
町
七
反
余
を
有
す
る
①
の
太
郎
兵
衛
を
除
く
と
約
二
反
五
畝
で

あ
る
。
⑬
馴
鴇
縮
と
い
う
共
有
記
載
は
、
表
に
示
さ
な
か
。
た

が
、
正
保
一
一
一
年
「
年
貢
引
付
帳
」
に
よ
れ
ば
、
第
一
表
③
与
右
衛

門
は
弥
左
衛
門

甚
左
衛
門
、
⑨
織
部
は
馳
球
繩
と
記
さ
れ
た
例
が
み
ら
れ
、
本

百
姓
分
立
の
前
提
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
⑦
。
⑫
．
⑬
に
承
ら
れ

る
寛
文
期
の
屋
敷
地
均
等
分
割
は
分
、
家
を
示
し
て
い
る
（
後
述
）
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
寛
文
十
二
年
の
古
高
仕
分
け
に
よ
る
百
姓
数

の
激
増
は
、
現
実
の
耕
作
者
を
基
準
と
し
た
か
ら
に
外
な
ら
ず
、
同

年
強
力
に
遂
行
さ
れ
た
改
め
出
し
、
新
田
検
地
（
４
）
に
よ
り
年
貢

増
徴
と
小
農
民
自
立
を
促
進
し
た
。
第
一
表
Ｂ
と
Ｃ
と
の
差
田
畑

二
九
町
九
反
七
畝
二
六
歩
、
屋
敷
一
一
一
反
九
畝
は
、
そ
れ
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。
そ
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
延
宝
検
地
の
結
果
は

耕
地
五
町
以
上
を
有
す
る
①
名
主
太
郎
兵
衛
を
最
高
に
、
一
町
以

上
一
三
人
、
五
反
以
上
一
町
以
下
一
八
人
、
五
反
以
下
一
六
人
と

な
り
、
総
名
請
人
は
四
八
人
で
あ
る
。
う
ち
、
野
銭
林
の
名
請
人

は
一
一
一
一
一
名
、
⑤
兵
左
衛
門
二
町
以
上
、
①
太
郎
兵
衛
・
庄
丘
〈
衛
一

町
余
、
⑨
平
左
衛
門
が
九
反
余
の
外
、
一
九
人
が
五
反
以
下
で
あ

る
。
無
屋
敷
登
録
人
は
八
人
い
る
が
、
延
宝
検
地
で
始
め
て
登
録

さ
れ
た
文
右
衛
門
以
下
四
人
は
村
内
小
宮
山
領
の
百
姓
で
、
①
四

郎
左
衛
門
古
高
一
筆
を
分
割
さ
れ
た
市
郎
左
衛
門
、
②
主
水
古
高

三
筆
を
分
割
さ
れ
た
伝
兵
衛
、
⑧
の
系
譜
不
明
の
権
三
郎
、
⑩
治

兵
衛
の
四
人
以
外
は
、
皆
屋
敷
を
登
録
し
て
お
り
、
特
に
名
主
太

郎
兵
衛
の
縄
除
地
で
あ
っ
た
屋
敷
が
始
め
て
登
録
さ
れ
て
い
る
点

注
目
さ
れ
る
。
”

こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
け
る
家
族
構
成
を
、
延
宝
三
年
の
「
吉

利
支
丹
宗
門
御
改
寺
手
形
帳
」
（
５
）
に
よ
っ
て
示
し
た
の
が
第
一
表

口
で
あ
る
。
幕
領
百
姓
四
四
軒
、
総
人
口
一
二
五
人
（
血
縁
家
族

一
八
○
人
、
下
人
三
五
人
）
の
家
族
構
成
は
、
単
婚
小
家
族
で
構

成
さ
れ
、
各
一
名
の
傍
系
血
族
を
含
む
家
四
軒
、
家
族
二
人
以
下

の
家
が
二
軒
あ
る
。
大
別
し
て
、
所
謂
年
季
奉
公
人
と
隷
属
農

民
を
有
す
る
層
と
、
そ
う
し
た
非
血
縁
家
族
を
持
た
ぬ
層
に
分
け

ら
れ
る
。

以
上
が
、
第
一
表
の
分
析
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
の
概
略
で
あ

る
。
寛
文
延
宝
検
地
と
延
宝
期
宗
門
改
帳
に
つ
い
て
は
、
節
を
改

め
て
今
少
し
立
入
っ
て
述
べ
る
。

註
（
１
）
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
二
巻
二
一
一
一
八
頁
以
下
。

（
２
）
同
右
二
七
九
頁
。
（
３
）
同
右
二
八
三
’
二
八
六
頁
。

九
二
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
寛
文
延
宝
検
地
が
実
施
さ
れ
た
村
は
、
ど

の
よ
う
に
推
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
披
見
し
た
文
書
に
よ

っ
て
知
り
得
る
同
時
期
の
諸
紛
争
を
追
究
し
て
承
よ
う
。

１
諸
紛
争

境
立
論

寛
文
十
二
年
五
月
、
荒
川
村
と
猿
喰
士
村
の
境
引
を
め
ぐ
り
、

幕
領
名
主
太
郎
兵
衛
が
代
官
所
へ
提
出
し
た
訴
状
に
よ
れ
ば
、
次

の
よ
う
な
経
緯
が
知
ら
れ
る
。

荒
川
村
（
幕
領
と
二
給
）
、
小
前
田
新
田
村
（
幕
領
）
と
猿
喰

土
村
（
幕
領
と
一
一
絵
）
の
三
村
入
会
地
に
、
寛
文
十
一
一
年
五
月
一
一

日
未
明
、
荒
川
村
小
宮
山
領
名
主
久
太
夫
が
猿
喰
士
村
名
主
百
姓

と
内
談
し
、
幕
領
内
か
ら
杢
右
衛
門
が
内
密
に
出
合
い
、
荒
川
村

と
猿
喰
土
村
の
境
を
引
い
た
。
同
月
四
日
、
そ
の
境
引
場
へ
幕
領

惣
百
姓
が
出
合
詮
議
し
た
処
、
「
荒
川
村
分
と
申
候
内
一
一
ざ
る
が

ひ
と
村
汐
切
出
シ
之
畠
四
拾
四
枚
」
が
あ
り
、
「
御
代
官
所
六
右
衛

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

（
４
）
改
め
出
し
、
新
田
畑
検
地
の
実
態
を
示
す
よ
う
な
史
料
は
な
い
が

後
掲
史
料
一
ノ
②
参
照
。

（
５
）
こ
の
宗
門
改
帳
に
つ
い
て
は
、
田
尻
高
樹
「
北
関
東
天
領
に
お
け

る
初
期
の
宗
門
改
」
（
地
方
史
研
究
四
○
、
昭
和
三
十
四
年
）
に
史

料
全
文
及
び
一
覧
表
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

三
、
寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
村
の
展
開

門
と
申
百
性
分
御
帳
面
畠
壱
枚
」
が
猿
喰
士
村
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
幕
領
名
主
太
郎
兵
衛
は
、
猿
喰
土
村
名
主
八
郎
左
衛
門

へ
掛
合
う
の
で
あ
る
が
、
「
其
方
杢
右
術
門
出
合
申
侯
間
、
境
之
所

〈
以
来
迄
さ
か
ひ
可
仕
」
と
い
わ
れ
、
「
内
と
―
―
て
成
申
間
敷
」

と
杢
右
衛
門
の
穿
鑿
方
を
願
い
出
た
事
件
で
あ
る
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
天
保
七
年
の

荒
川
村
絵
図
を
ふ
る
と
、
荒
川
村
と
近
世
以
後
の
新
田
村
で
あ
る

猿
喰
土
・
御
前
田
新
田
の
両
村
と
の
村
境
周
辺
は
、
三
村
の
飛
地

が
入
交
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
飛
地
は
、
近
世
前
期
に
お
け
る

顕
著
な
新
田
開
発
の
進
展
に
伴
な
う
入
会
地
の
新
田
化
と
、
新
田

検
地
。
改
め
出
し
が
進
行
す
る
近
世
村
落
形
成
期
に
お
け
る
一
つ

の
所
産
と
い
え
よ
う
。

寿
楽
院
出
入

延
宝
四
年
九
月
、
幕
領
総
検
地
に
際
し
、
古
跡
の
故
を
も
っ
て

「
御
領
私
領
御
高
之
外
除
地
」
と
さ
れ
て
い
た
寿
楽
院
の
検
地
帳

登
録
に
つ
い
て
、
村
内
小
宮
山
領
名
主
久
太
夫
。
長
左
衛
門
、
須

田
領
次
郎
兵
衛
は
次
の
よ
う
に
要
求
し
た
。
「
当
村
御
領
私
領
三

分
入
相
之
村
一
一
御
座
侯
間
、
御
公
儀
様
御
帳
面
一
一
計
為
記
申
事
罷

成
間
敦
侯
、
私
領
方
帳
一
一
も
書
載
可
申
」
と
。
こ
の
為
、
幕
領
名
主

太
郎
兵
衛
は
、
江
戸
奉
行
所
へ
「
先
規
之
通
御
除
地
一
一
成
共
、
又
、

御
年
貢
所
一
一
成
共
、
何
分
二
も
御
公
儀
様
御
帳
面
二
御
裁
可
被
下
」

と
御
注
進
に
及
ぶ
。
つ
い
に
、
寿
楽
院
は
、
「
御
蔵
入
之
寺
地
被
為

九
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仰
付
」
延
宝
検
地
帳
末
尾
に
「
外
除
弐
町
四
反
什
壱
歩
但
林
共

寿
楽
院
寺
中
」
と
記
さ
れ
た
。

幕
領
名
主
太
郎
兵
衛
弾
劾
事
件

工
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
延
宝
四
年
の
幕
領
総
検
地
は
、
近
世

村
落
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
強
力
に
遂
行
さ
れ
た
。
そ
の
翌
五
年

一
一
月
、
・
権
之
丞
・
兵
左
衛
門
・
角
右
衛
門
の
三
組
頭
が
頭
取
と
な

り
、
名
主
太
郎
兵
衛
の
非
法
を
代
官
所
へ
出
訴
し
て
い
る
。
訴
状

は
な
い
け
れ
ど
も
、
出
訴
理
由
は
大
凡
次
の
四
項
目
で
あ
る
。

（
１
）
御
公
儀
様
法
度
の
古
木
を
延
宝
元
年
の
代
官
替
ｂ
に
ま
ぎ

れ
、
名
主
が
切
取
っ
た
。

（
２
）
名
主
に
隠
田
が
あ
る
。

（
３
）
延
宝
検
地
の
時
、
大
分
の
入
目
（
経
費
）
左
惣
百
姓
へ
割
懸

け
、
名
主
は
私
欲
を
な
し
た
Ｃ

（
４
）
百
姓
次
兵
衛
を
潰
し
、
其
田
地
を
名
主
は
持
添
と
し
た
。

事
件
の
結
果
は
、
明
確
に
し
得
な
い
が
、
右
に
対
す
る
太
郎
兵

衛
の
申
開
き
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
史
料
己

乍
恐
以
返
答
書
御
訴
訟
申
上
候

仙
一
、
御
公
儀
様
御
法
度
之
古
木
、
霊
罐
前
、
御
代
官
様
御
替
之
節
、

拙
者
伐
申
侯
と
偽
り
中
上
侯
、
（
中
略
）

（
徳
川
家
康
関
東
入
国
）

②
一
、
拙
者
居
屋
敷
之
儀
を
隠
田
一
一
御
座
侯
と
偽
り
申
上
候
、
御
入
国
之
刻

伊
奈
備
前
様
御
換
地
被
遊
候
節
、
御
指
置
之
御
証
文
被
下
置
候
、
其
以

後
吉
野
勘
十
郎
様
御
拝
領
地
二
罷
成
候
而
、
勘
十
郎
様
荒
川
村
へ
御
繩

御
入
候
節
、
右
之
御
証
文
御
詮
儀
之
上
、
拙
者
居
屋
敷
御
撞
地
不
被
遊

候
、
証
拠
御
座
候
、
拙
者
親
火
事
二
逢
、
右
之
御
証
文
焼
失
申
侯
、
其

篝
鮴
洲
鰔
撰
蜥
」
｜
潔
鶏
譲
鰹
岬
躯

刻
も
半
十
郎
様
へ
右
之
通
申
上
置
候
、
五
年
乢
轆
理
臘
竿
御
代
官
様
御

（
マ
マ
）

替
リ
之
刑
、
前
ミ
之
通
御
断
り
申
上
置
候
、
去
辰
ノ
夏
御
巡
見
様
様
方

江
も
御
入
国
以
来
御
繩
入
不
申
候
段
、
総
百
性
が
書
付
お
以
申
上
侯
、

屋
敷
之
儀
隠
田
と
偽
り
申
懸
候
、
去
辰
ノ
秋
荒
川
村
御
換
地
之
刻
、
達

而
御
訴
訟
申
上
侯
へ
共
ｖ
古
来
之
儀
〈
各
別
御
忠
節
之
事
二
候
間
、
当

御
繩
受
可
被
成
旨
被
仰
付
、
無
是
非
御
な
わ
申
請
御
年
貢
上
納
仕
候
所

二
、
筋
め
も
無
御
座
申
懸
仕
候
御
事

⑧
｜
、
次
兵
衛
と
申
御
百
性
を
つ
ふ
し
、
其
田
地
を
拙
者
持
添
二
仕
候
と
偽

申
上
侯
、
次
兵
衛
儀
拙
老
親
と
一
類
二
御
座
候
二
付
、
代
ミ
名
主
地
を

分
ケ
く
れ
置
申
候
処
一
一
、
次
兵
衛
身
躰
不
罷
成
候
重
近
年
御
年
貢
御

上
納
不
申
候
二
付
、
次
兵
衛
方
が
拙
者
二
申
様
ぐ
右
其
方
之
田
地
二

候
間
相
返
し
可
申
侯
、
前
ご
之
御
年
貢
金
勘
定
都
合
拾
三
両
弐
分
御
座

候
間
、
此
金
子
共
方
凧
替
済
く
れ
候
へ
と
、
兵
左
衛
門
・
所
左
衛
門
・

権
兵
衛
と
申
老
遂
以
γ
拙
者
方
江
様
．
ご
申
二
付
、
右
之
金
子
差
替
田
地

請
取
、
其
上
手
形
取
置
申
侯
処
一
一
、
百
姓
衆
申
侯
〈
、
先
規
名
主
田
地

二
御
座
候
由
了
諸
役
之
儀
者
総
百
性
二
而
可
仕
と
申
一
一
付
、
左
屯
候
〈

、
為
以
来
之
手
形
可
仕
候
と
申
侯
へ
〈
、
皆
与
尤
と
申
候
而
総
百
性
連

判
手
形
仕
置
出
入
無
御
座
侯
処
一
一
只
今
各
別
成
偽
り
申
上
侯
御
事
、

四
「
去
辰
ノ
秋
荒
川
村
御
換
地
被
遊
候
節
へ
大
分
之
入
目
総
百
性
へ
割
懸

九
四
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拙
者
取
申
候
由
、
偽
申
上
候
所
二
御
座
侯
、
汁
の
ミ
薪
出
さ
セ
申
侯
、（
仲
）

其
外
何
成
共
入
目
無
御
座
候
二
付
、
総
百
姓
方
へ
申
侯
様
〈
、
百
姓
中

ヶ
間
二
我
か
ま
坐
者
候
間
、
右
之
通
入
目
無
之
由
、
手
形
仕
候
へ
と
申

侯
へ
〈
、
皆
ミ
尤
と
申
手
形
仕
拙
者
方
へ
相
渡
シ
置
申
候
而
、
拙
者
無

体
二
判
形
致
さ
セ
候
由
、
各
別
成
偽
り
申
上
侯
、
（
下
略
）

さ
ら
に
、
次
兵
衛
問
題
に
関
連
し
て
百
姓
一
二
軒
を
潰
し
た
と

い
わ
れ
、
太
郎
兵
衛
は
次
の
よ
う
に
反
駁
し
て
い
る
。

（
史
料
一
一
）

（
前
欠
、
三
項
前
略
）

（
寛
文
十
一
一
年
）

（
家
抱
）

仙
一
へ
当
六
年
以
前
丘
〈
左
衛
門
と
け
ほ
う
百
性
弐
人
出
入
之
儀
、
け
ほ
う
之

も
の
を
拙
者
す
上
め
本
百
性
仕
立
可
申
と
我
儘
仕
候
由
申
か
け
候
、
代

ミ
兵
左
衛
門
け
ほ
う
一
一
紛
無
御
座
を
拙
者
存
な
か
ら
、
け
ほ
う
を
お
し

は
な
し
候
様
二
可
仕
筋
め
無
御
座
侯
、
只
今
一
一
至
迄
け
ほ
う
百
性
二
而

罷
有
候
、

（
街
）

②
｜
、
五
右
衛
門
屋
敷
を
兄
里
兵
へ
一
一
氷
ミ
か
し
置
申
候
所
一
一
、
里
兵
衛
名

帳
二
拙
者
付
可
申
と
申
侯
由
偽
り
申
上
候
、
此
屋
敷
〈
里
兵
衛
屋
敷
一
一

紛
無
御
座
侯
、
里
兵
へ
弟
五
右
衛
門
一
一
か
し
置
申
侯
へ
〈
、
五
右
衛
門

自
分
之
屋
敬
二
侯
と
兄
弟
論
地
二
仕
、
跡
ミ
伊
奈
半
十
郎
様
御
手
代
会

田
七
右
衛
門
殿
迄
申
上
り
候
所
一
一
、
兄
弟
之
事
亭
候
故
、
内
談
二
而
扱

一
一
仕
、
屋
敷
を
半
分
ミ
ミ
ー
ー
わ
け
相
済
申
侯
、
（
中
略
）

③
一
、
惣
左
衛
門
屋
敷
を
一
郎
兵
衛
一
一
か
し
置
申
侯
所
二
市
郎
兵
衛
名
帳
一
一

付
可
申
由
、
拙
者
申
候
由
、
六
年
以
前
相
済
無
御
座
事
、
（
中
略
）

側
「
伝
左
衛
門
屋
敷
之
儀
、
六
年
以
前
子
ノ
聴
繰
兵
衛
二
半
分
非
分
二
わ

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

（
只
力
）

け
く
れ
申
侯
由
、
偽
り
申
上
侯
、
伝
左
衛
門
屋
敷
〈
、
一
一
今
何
方
へ
も

わ
か
り
不
申
侯
、

（
術
）

⑤
一
、
久
右
衛
門
兄
一
兵
へ
御
代
官
所
之
御
百
性
一
一
御
座
侯
所
一
一
、
身
躰
不

罷
成
候
而
、
跡
ミ
江
戸
へ
奉
公
一
一
参
氷
ミ
罷
有
、
荒
川
村
へ
引
篭
久
右

衛
門
と
一
所
一
一
罷
有
候
所
一
一
、
久
右
衛
門
何
角
一
一
付
我
か
ま
上
い
た
し

兄
市
兵
衛
お
い
出
し
申
一
一
付
、
可
罷
有
所
無
御
座
侯
間
、
拙
者
所
へ
一

兵
衛
参
、
右
之
段
申
一
一
付
、
代
ミ
之
御
百
性
一
一
御
座
侯
へ
（
、
見
捨
申

儀
い
か
△
と
存
半
年
計
拙
者
扶
持
い
た
し
置
申
候
所
一
一
、
色
ミ
無
躰
成

儀
た
く
ミ
偽
り
中
上
侯
、
兄
弟
一
一
而
六
ケ
敷
仕
候
儀
〈
、
｜
兵
衛
奉
公

永
ご
い
た
し
候
内
、
久
右
衛
門
一
一
畑
屋
敷
預
ヶ
置
候
へ
〈
、
御
公
儀

様
御
年
貢
御
役
等
相
済
、
残
而
作
徳
金
御
座
侯
間
渡
し
侯
へ
と
、
一
兵

衛
申
侯
へ
〈
、
久
右
衛
門
作
徳
金
無
之
と
申
一
一
付
、
御
手
代
佐
藤
与
右

衛
門
殿
一
兵
衛
申
上
候
得
〈
、
双
方
様
子
御
尋
可
被
成
候
所
一
一
、
同
村

寿
楽
院
扱
―
―
て
埒
明
申
候
儀
を
、
只
今
何
角
と
申
上
侯
、

㈹
一
、
拙
者
下
人
市
助
儀
〈
、
阿
部
豊
後
守
様
御
知
行
所
岩
田
村
人
主
市
右

衛
門
、
同
村
五
郎
左
衛
門
方
か
請
状
取
置
、
本
金
一
一
一
両
弐
朱
か
し
申
侯

（
延
宝
一
一
年
）

（勾引）（便）
而
永
ミ
召
夫
置
申
候
所
一
一
、
寅
ノ
一
一
一
月
、
彼
次
兵
衛
と
申
者
、
右
之
市

助
左
か
と
い
出
し
欠
落
い
た
さ
セ
申
侯
一
一
紛
無
御
座
候
儀
〈
、
証
文
取

置
申
候
所
一
一
、
只
今
何
角
筋
め
な
ぎ
儀
を
申
上
候
、
（
中
略
）

、
一
、
五
年
以
来
拙
者
我
か
ま
△
仕
候
様
一
一
申
上
侯
、
偽
り
一
一
而
御
座
候
、

跡
ご
入
り
此
権
之
丞
・
兵
左
衛
門
・
角
右
衛
門
一
一
一
人
之
者
少
之
儀
一
一
も
頭

取
仕
村
中
さ
わ
か
し
申
候
而
、
都
而
私
―
―
た
い
く
つ
仕
侯
と
中
上
候
儀

〈
、
偽
り
一
一
御
座
侯
、
（
中
略
）
扱
又
百
性
十
弐
軒
拙
者
は
か
ら
い
一
一

而
つ
ふ
れ
候
由
、
大
キ
成
偽
り
二
而
御
座
候
、
次
兵
衛
と
申
者
一
一
〈
、

九
五
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こ
こ
に
は
、
寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
屋
敷
の
分
割
、
潰
百
姓
、

家
抱
、
下
人
を
め
ぐ
る
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
諸
紛
争
、
特
に
名
主
太
郎
兵
衛
弾
刻
事
件
に
お
け
る
名

主
の
返
答
書
（
史
料
一
及
び
二
）
に
み
ら
れ
る
諸
現
象
は
、
誠
に

興
味
深
い
。

２
近
世
村
落
の
確
立

境
立
論
が
あ
っ
た
寛
文
十
二
年
に
新
田
検
地
、
改
め
出
し
が
進

行
し
ぶ
名
主
の
手
許
で
古
高
が
現
実
の
耕
作
者
に
仕
分
け
さ
れ
た

こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
現
実
の
耕
作
者
達
が
「
年
貢
割

付
状
」
裏
面
に
始
め
て
名
を
連
ね
る
の
も
こ
の
年
代
で
あ
る
（
第
二

表
参
照
）
。
さ
ら
に
彼
等
婆
「
総
百
姓
」
と
し
て
同
年
極
月
に
は

法
政
史
学
第
一
五
号

拙
者
畑
之
内
三
畝
鯵
か
し
置
、
其
内
二
家
を
作
謹
指
置
申
侯
、
彦
兵

へ
・
九
兵
へ
一
一
〈
金
子
壱
両
預
ヶ
畷
、
い
ま
に
取
不
申
候
、
一
郎
右
衛

門
儀
身
躰
不
罷
成
候
も
の
一
一
御
座
侯
間
、
近
年
御
年
貢
上
納
不
申
候
一
一

付
、
拙
者
取
替
御
公
儀
様
へ
差
上
ヶ
申
金
三
両
弐
分
之
余
御
座
侯
、
六

之
助
親
一
又
作
物
仕
候
た
れ
物
度
々
く
れ
置
申
侯
、
一
郎
右
衛
門
と
中

老
、
近
年
御
年
貢
御
役
銭
未
進
鑑
九
百
文
之
余
御
座
侯
、
兵
左
衛
門
近

年
悪
心
企
作
物
不
仕
う
ろ
た
い
者
一
一
罷
成
、
妻
子
を
う
り
去
ル
春
中
何

コ
マ

方
へ
参
候
哉
、
拙
者
一
一
も
無
断
荒
川
村
を
罷
出
候
間
、
同
九
月
中
参
侯

間
不
便
一
一
も
存
、
又
〈
御
公
儀
様
御
忠
節
一
一
も
可
罷
成
と
奉
存
候

而
、
麦
種
か
い
候
へ
と
申
、
拙
者
金
子
三
分
か
し
麦
作
仕
付
さ
セ
置
申

侯
、
其
前
一
一
も
金
一
両
預
ヶ
置
申
候
、
（
下
略
）

次
の
よ
う
な
「
連
印
手
形
」
を
名
主
に
宛
て
て
提
出
し
て
い
る
。

（
史
料
一
一
一
）

手
形
之
事

一
総
百
性
方
へ
名
寄
之
写
、
銘
ミ
所
付
ま
て
書
付
、
壱
人
切
り
一
一
御
渡
シ

被
成
侯
、
剛
請
取
申
侯
、
御
年
貢
相
済
申
候
而
、
請
取
手
形
総
百
性
方

へ
御
わ
た
し
被
成
侯
、
請
取
申
侯
、
為
其
如
此
二
侯
、

一
前
々
汐
定
使
御
座
侯
所
一
一
、
酉
ノ
年
よ
り
無
御
座
侯
間
、
貴
殿
何
か
と

御
申
被
成
侯
儀
〈
尤
二
存
侯
、
可
然
も
の
聞
立
定
使
仕
立
可
申
侯
、
其

内
〈
何
と
そ
被
成
可
被
下
候
、
定
使
仕
立
申
候
而
、
其
給
分
お
明
酉
年

汐
勘
定
仕
何
程
二
而
も
百
性
共
出
し
可
申
侯
、
為
後
日
総
百
性
連
判
手

形
進
上
申
侯
、
価
如
件
、

寛
文
拾
弐
年

荒
川
村

子
ノ
極
月
什
四
日

利
兵
衛
⑨

（川肝泗什糀轆印）
太
郎
兵
衛
殿

第
一
項
の
年
貢
上
納
関
係
に
つ
い
て
は
、
寛
永
ｌ
延
宝
期
の

「
年
貢
割
付
状
」
の
裏
面
に
連
印
し
て
い
る
百
姓
数
を
示
し
た
第

二
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寛
文
十
一
年
ま
で
一
三
人
前

後
、
寛
文
十
二
年
以
後
は
四
○
人
前
後
と
画
然
と
分
れ
て
お
り
、

多
分
、
信
州
松
本
藩
の
検
地
奉
行
が
行
っ
た
よ
う
に
（
１
）
、
「
壱
人

切
り
」
に
名
寄
の
写
を
受
け
た
人
々
が
年
貢
負
担
責
任
者
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
等
が
、
名
主
が
村
政
事
務
遂
行
上
使

用
す
る
「
定
使
」
の
給
分
を
分
担
す
る
こ
と
を
第
二
項
で
誓
っ
て

九
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名
請
人
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

寛
文
十
二
年
は
、
潜
在
的
に
は
徐
々
に
分
立
し
つ
つ
あ
る
小
農

民
を
公
法
的
に
も
現
実
的
に
も
認
め
、
彼
ら
を
正
式
な
構
成
員
と

す
る
近
世
村
落
を
成
立
せ
し
め
る
契
機
を
な
し
た
年
で
あ
り
、
寛

文
十
二
年
を
境
に
し
て
、
等
し
く
「
総
百
姓
」
と
称
し
て
も
実
質

は
全
く
相
違
す
る
。

次
に
、
史
料
一
・
二
に
み
え
る
問
題
を
さ
ら
に
追
究
し
よ
う
。

そ
こ
に
は
、
寛
文
検
地
或
い
は
延
宝
検
地
を
契
機
と
し
て
発
生
し

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

第二表年貢割付状に裏書した百姓の数

人 人 人

寛永１２６

１５１

寛文１１３

寛文 延宝７１３ ４４０

８１３ ５４１

1１１４

１２３９

６４１

２１３ ７４０

延宝３１２ １４０ ８３９

４１２ ２４１ ９３９

５１３ ３４１

い
る
。
「
定
使
給
分
」

は
、
正
保
三
年
の
場
合

一
軒
前
永
三
九
文
で
名

主
を
除
き
一
三
軒
分
を

一
六
人
で
分
担
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
一
軒

前
一
○
人
、
半
軒
前
（
二

○
文
）
三
人
、
半
軒
前

（
一
九
文
）
三
人
で
あ

り
、
寛
文
期
の
「
年
貢

割
付
状
」
上
の
百
姓
数

と
一
致
し
、
元
和
検
地

帳
上
の
名
主
太
郎
兵
衛

と
百
姓
治
兵
衛
を
除
く

た
問
題
が
多
い
。

名
主
特
権
の
消
滅
・

名
主
隠
田
（
史
料
一
ノ
②
）
に
つ
い
て
は
、
文
禄
検
地
に
際
し

日
下
部
兵
右
衛
門
・
成
瀬
吉
右
衛
門
に
宛
て
た
、
検
地
奉
行
人
三

人
連
署
の
次
の
書
状
に
よ
っ
て
、
近
世
初
頭
以
来
縄
除
地
を
有
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
史
料
四
）

尚
々
名
主
之
や
し
ぎ
大
繩
一
一
入
不
申
候
て
、
壱
札
被
取
候
て
は
つ

し
可
申
侯
、
以
上

御
書
中
過
分
一
一
奉
存
侯
、
如
御
意
候
、
此
中
は
、
一
段
と
さ
む
く
罷
成

（
力
）
（
力
）

侯
、
乍
去
、
御
繩
之
所
者
涯
分
か
せ
き
申
候
、
御
心
安
可
恩
召
候
、
殊

（
力
）

更
荒
河
之
百
性
持
田
屋
敷
之
所
御
意
ニ
侯
、
尤
御
意
二
侯
て
、
大
繩
一
一

入
不
申
候
て
、
は
つ
し
可
申
候
、
菟
角
何
事
も
旦
那
被
申
様
も
、
御
両

（
力
）

（
力
）

所
様
御
指
づ
次
第
一
一
可
仕
候
之
由
、
被
申
付
候
之
間
、
御
意
次
第
二
存

候
、
恐
々
謹
言
、

（
文
禄
四
年
）
「

十
一
月
九
日

内
藤
左
衛
門
（
花
押
）

袴
田
・
池
七
右
衛
門
（
花
押
）

河
下
平
次
左
衛
門
（
花
押
）

自
窪
鴫

日
下
兵
右
衛
様

成
瀬
吉
右
衛
様

参
御
報

九
七
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法
政
史
学
第
一
五
号

こ
の
時
の
縄
除
証
文
は
、
祖
父
四
郎
左
衛
門
も
し
く
は
父
太
郎

作
の
代
に
火
災
で
焼
失
し
、
そ
の
後
、
度
を
再
交
付
方
を
願
い
出
、

寛
文
十
二
年
、
代
官
伊
奈
半
十
郎
の
切
添
改
め
が
行
わ
れ
た
際
に

．
．
よ
き
お
つ
い
で

「
能
御
次
而
」
と
一
反
一
一
四
歩
の
屋
敷
並
び
に
一
ハ
畝
一
一
九
走
の

「
屋
敷
廻
り
や
ぶ
の
地
」
の
除
地
証
文
焼
失
の
旨
を
認
め
、
再
交

付
を
願
い
出
た
。
し
か
し
、
代
官
に
「
荒
川
村
に
不
限
、
半
十
郎

様
御
代
官
所
一
一
備
前
守
様
御
証
文
数
多
焼
失
仕
候
間
、
御
公
儀
様

へ
御
次
而
之
節
、
御
証
文
申
請
可
被
下
候
間
、
共
迄
相
待
候
亡

と
い
わ
れ
、
延
宝
検
地
に
至
り
、
遂
に
「
古
来
之
儀
〈
各
別
、
御

忠
節
之
事
一
一
候
間
、
当
御
縄
受
可
被
成
」
と
さ
れ
、
除
地
は
許
さ

れ
な
く
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
戦
国
末
期
の
由
緒
に
由
来
し
た
名
主
の
特
権
は
消

滅
し
、
名
主
の
伝
統
的
勢
力
は
後
退
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
こ

そ
、
前
述
の
年
貢
負
担
・
定
使
給
分
や
延
宝
検
地
入
目
（
史
料
一

ノ
側
）
、
諸
役
負
担
等
の
本
百
姓
の
諸
義
務
負
担
に
つ
い
て
、
総

百
姓
の
「
連
印
手
形
」
を
作
成
す
る
必
要
を
生
じ
た
一
因
で
あ
ろ

う
。
史
料
一
ノ
③
に
承
え
る
次
兵
衛
問
題
も
ま
た
、
元
和
頃
も
し

く
は
そ
れ
以
前
に
名
主
家
か
ら
分
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
次
兵
衛

が
、
年
貢
上
納
の
た
め
、
名
主
家
か
ら
の
分
地
を
金
一
一
一
両
二
分
で

返
却
し
、
そ
の
土
地
に
課
せ
ら
れ
た
「
役
」
が
、
「
先
規
名
主
田

地
」
と
い
う
理
由
で
惣
百
姓
に
転
化
さ
れ
た
処
に
原
因
し
て
い

る
。
名
主
太
郎
兵
衛
弾
劾
事
件
が
発
生
し
た
年
の
十
一
月
、
伝
馬

九
八

（
伝
）

（
仲
）

小
役
に
つ
い
て
「
前
ミ
村
中
惣
百
姓
御
転
馬
其
外
小
役
之
分
、
中

（
す
こ
し
は
）

間
一
一
少
出
入
，
屯
可
有
御
座
候
得
共
、
惣
百
姓
寄
合
相
談
仕
相
互
相

（
仲
）
（
ヵ
）

違
之
分
〈
中
間
之
梗
授
二
仕
候
」
］
日
の
惣
百
姓
連
印
手
形
が
作
成

さ
れ
、
名
主
に
残
さ
れ
た
「
諸
役
免
除
」
と
い
う
特
権
も
、
小
農

民
の
自
立
化
に
伴
な
い
著
し
く
制
約
さ
れ
た
。

屋
敷
の
分
割

史
料
一
一
に
よ
れ
ば
、
①
里
兵
衛
・
五
右
衛
門
兄
弟
（
史
料
ニ
ノ

②
）
、
、
惣
左
衛
門
（
史
料
ニ
ノ
③
）
、
Ｏ
伝
左
衛
門
（
史
料
ニ
ノ

側
）
の
各
屋
敷
が
、
寛
文
検
地
帳
へ
の
記
載
を
め
ぐ
り
、
名
主
の

不
正
を
問
わ
れ
て
い
ろ
。
①
は
、
第
一
表
⑦
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に

均
等
に
分
割
さ
れ
、
＠
は
元
和
検
地
帳
の
屋
敷
は
分
割
す
る
こ
と

な
く
清
左
衛
門
の
名
請
地
と
な
り
、
新
屋
敷
を
善
兵
衛
と
市
郎
兵

衛
で
半
分
宛
分
割
（
第
一
表
⑥
）
し
て
お
り
（
２
）
、
Ｏ
伝
左
衛
門
屋

敷
（
第
一
表
⑭
）
は
、
元
和
検
地
一
一
一
畝
歩
が
寛
文
十
二
年
に
は
半

減
し
、
残
り
半
分
は
、
糸
の
助
（
第
一
表
④
）
方
に
記
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
均
等
分
割
さ
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

潰
百
姓

寛
文
十
二
年
の
本
百
姓
数
は
、
六
月
古
帳
反
歩
の
仕
分
け
に
お

い
て
は
四
四
人
、
霜
月
年
貢
割
付
状
裏
書
人
は
名
主
を
除
き
三
九

人
、
史
料
三
の
連
印
手
形
で
は
四
一
一
一
人
と
、
同
年
代
で
月
に
よ
っ
て

若
干
相
違
が
ふ
ら
れ
、
百
姓
の
異
動
を
示
し
て
い
る
。
延
宝
三
年

宗
門
改
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
右
衛
門
。
弥
右
衛
門
・
叉
左
衛
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門
は
翌
四
年
検
地
帳
に
見
当
ら
ず
、
宗
門
改
帳
に
一
軒
を
構
え
て

い
な
い
市
郎
右
衛
門
・
市
兵
衛
・
伝
兵
衛
の
三
人
は
、
延
宝
検
地

帳
に
登
録
し
て
い
る
。
前
者
の
家
族
構
成
を
ふ
る
と
老
人
と
子
供

の
み
で
あ
る
。
後
者
の
う
ち
、
名
主
太
郎
兵
衛
が
年
貢
未
納
三
両

余
を
立
替
、
外
に
年
貢
役
銭
未
進
九
○
○
文
あ
る
（
史
料
ニ
ノ
、
）

と
い
う
市
郎
右
衛
門
（
娚
才
）
は
、
村
の
庄
兵
衛
方
へ
一
年
季
で

奉
公
し
、
子
供
は
な
（
ｎ
才
）
を
同
家
に
「
や
し
な
い
子
」
と
さ

れ
妻
か
め
（
別
才
）
は
、
理
兵
衛
方
へ
二
年
季
奉
公
人
と
な
っ
て

い
る
が
、
延
宝
検
地
帳
に
は
一
町
以
上
の
持
地
を
登
録
し
て
い
る

（
第
一
表
⑪
）
。
市
兵
衛
は
、
元
和
検
地
次
右
衛
門
分
を
弟
久
右

衛
門
と
分
地
し
て
い
る
が
、
市
兵
衛
は
「
身
躰
不
罷
成
」
久
右
衛

門
に
畑
屋
敷
を
預
け
江
戸
に
奉
公
に
出
、
延
宝
三
年
宗
門
政
以
後

に
帰
村
し
、
延
宝
検
地
帳
に
帳
付
け
さ
れ
て
い
る
（
史
料
ニ
ノ
⑤

第
一
表
⑫
）
。
こ
の
外
、
宗
門
改
帳
の
一
人
家
族
は
、
長
兵
衛
（
閲

才
）
・
六
右
衛
門
（
冊
才
）
・
甚
兵
術
（
別
才
）
の
三
人
で
、
い
ず

れ
も
身
代
を
潰
し
た
為
で
あ
り
、
名
主
太
郎
兵
衛
が
「
六
之
助
親

一
一
一
〈
作
物
仕
候
た
れ
物
度
と
く
れ
置
」
（
史
料
一
一
ノ
例
）
と
い
う

親
が
長
兵
衛
に
し
て
、
子
供
所
右
衛
門
を
村
の
七
兵
衛
方
に
五
年

季
奉
公
に
出
し
、
六
右
衛
門
は
子
供
と
ら
を
村
の
市
郎
兵
衛
方
に

三
年
季
奉
公
に
、
甚
兵
術
は
兄
七
郎
兵
衛
が
奉
公
の
為
出
村
し
て

い
る
。
史
料
ニ
ノ
例
に
見
え
る
名
主
太
郎
兵
衛
が
金
子
一
両
を
預

け
た
と
い
う
彦
兵
衛
・
九
兵
衛
の
う
ち
、
後
者
は
、
妻
子
を
残
し

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

て
同
様
に
村
を
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
潰
百
姓
・
身
体
不
自
由

者
の
種
々
な
実
例
は
、
名
主
が
無
躰
に
百
姓
を
潰
し
た
と
い
う
の

で
は
な
く
、
幕
藩
領
主
の
小
農
民
自
立
政
策
が
名
主
を
始
め
村
役

人
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
し
か
も
、
自
立
せ
し
め
ら
れ
た
小
農
民
の

基
盤
は
②
薄
弱
な
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

家
抱
ｏ
下
人
の
独
立

（
イ
）
史
料
ニ
ノ
い
に
見
え
る
兵
左
衛
門
と
家
抱
百
姓
の
出
入

か
ら
は
、
こ
の
村
の
家
抱
の
存
在
及
び
寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
家

抱
の
解
放
と
い
う
事
実
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
出
来
る
ｐ
こ
こ
で

寛
文
十
二
年
に
家
抱
を
本
百
姓
に
す
る
よ
う
に
名
主
か
ら
示
唆
を

受
け
、
し
か
も
、
二
人
を
本
百
姓
に
す
る
こ
と
に
な
り
延
宝
五
年

ま
で
家
抱
の
地
位
を
保
た
せ
て
い
た
と
い
う
兵
左
衛
門
は
、
名
主

太
郎
兵
衛
弾
刈
事
件
の
頭
取
の
一
人
に
し
て
組
頭
で
あ
る
。
二
年

前
の
延
宝
三
年
の
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、
吹
塚
村
郷
左
衛
門
家
の

出
身
で
、
明
暦
三
年
に
藤
左
衛
門
方
へ
入
婿
と
な
り
、
当
時
母
、

妻
及
び
三
人
の
娘
の
み
を
家
族
に
持
っ
て
い
る
が
や
家
抱
は
お
ろ

か
下
人
、
生
は
へ
た
ど
他
家
に
見
ら
れ
る
傍
系
家
族
は
有
し
て
い

な
い
。
か
つ
ま
た
、
こ
の
宗
門
改
帳
に
見
る
限
り
、
こ
の
村
に
は
、

既
に
家
抱
は
全
く
存
在
し
な
い
。
一
方
、
第
一
表
⑤
に
示
し
た
よ

う
に
、
延
宝
検
地
に
は
、
田
畑
三
町
余
、
屋
敷
六
畝
一
二
歩
、

野
銭
林
二
町
四
反
余
を
登
録
し
、
特
に
野
銭
林
は
村
内
幕
領
農
民

中
最
大
で
、
当
然
兵
左
衛
門
一
家
で
は
経
営
不
可
能
な
規
模
で
あ

九
九
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法
政
史
学
』
第
一
五
号

り
、
ョ
血
縁
家
族
以
外
の
労
働
力
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
推
測
さ
れ

る
。
で
は
、
家
抱
の
存
在
を
主
張
す
る
文
書
と
家
抱
の
記
載
を
欠

く
文
書
の
間
の
齪
鰭
を
ど
う
説
明
し
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で

当
局
が
宗
門
改
帳
上
に
明
記
さ
せ
た
の
は
、
検
地
に
伴
な
う
年
貢

負
担
者
と
し
て
の
小
農
民
一
般
と
そ
の
現
実
の
家
族
構
成
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
村
落
内
に
は
、
伝
統
的
な
「
本
百
姓
」
「
家
抱
」

の
呼
称
が
温
存
さ
れ
、
分
家
後
も
こ
れ
に
従
属
関
係
を
有
し
た
百

姓
ど
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
い
（
３
）
ｐ
同
じ

文
書
中
に
兵
左
衛
門
が
、
名
主
太
郎
兵
衛
に
よ
っ
て
「
悪
心
企
作

物
不
仕
う
ろ
た
い
者
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
社
会

関
係
の
中
で
、
彼
が
、
名
主
の
意
図
に
反
し
て
農
業
以
外
の
関
心

を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
名
主
自
身
は
否
定
し
て

い
る
が
、
寛
文
期
に
家
抱
の
解
放
が
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。

（
ロ
）
さ
ら
に
、
延
宝
三
年
宗
門
改
帳
に
は
、
下
人
・
下
人
生

は
へ
を
抱
え
て
い
る
家
が
一
二
軒
存
在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
見

る
と
や
ま
ず
、
下
人
は
「
下
男
」
「
下
女
」
の
肩
書
を
持
ち
、
名

主
太
郎
兵
衛
七
人
、
そ
の
分
家
庄
兵
衛
五
人
、
五
兵
衛
五
人
、
里

兵
衛
四
人
の
外
、
六
軒
に
な
お
一
・
二
人
宛
、
合
計
一
一
八
人
（
男
一

五
人
、
女
二
一
人
）
い
る
。
彼
等
は
、
荒
川
村
及
び
周
辺
一
町
五

村
の
出
身
で
、
年
令
は
一
○
才
な
い
し
四
六
才
に
及
び
、
成
年
が

多
い
。
年
季
が
す
べ
て
一
年
な
い
し
一
○
年
と
明
記
さ
れ
て
い
る

一
○
○

の
は
、
下
人
が
年
季
奉
公
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
前
述
し
た
潰
百
姓
や
零
細
百
姓
の
家
族
中
か
ら
放
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
年
季
奉
公
人
は
、
年
季
さ
え
明
け
れ
ば

ま
た
本
百
姓
に
な
り
得
た
し
、
た
と
え
欠
落
し
た
百
姓
で
も
帰
郷

し
て
本
百
姓
に
復
帰
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
方
、
「
下
男
生
は
ご
「
下
女
生
は
Ｃ
の
肩
書
を
持
つ
も
の

は
全
部
で
七
人
（
う
ち
女
五
人
）
い
る
が
、
出
身
地
・
年
季
の
記

載
を
欠
き
、
八
才
な
い
し
三
八
才
に
及
び
、
権
兵
衝
が
一
一
一
人
、
太

郎
兵
衛
・
庄
兵
衛
、
情
兵
衛
へ
市
左
衛
門
が
各
一
人
を
も
っ
て
い

る
。
彼
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
和
検
地
帳
上
の
③
与
右
衛
門
、
①
四

郎
左
衛
門
、
④
外
記
、
⑦
小
左
衛
門
の
北
条
氏
邦
時
代
の
地
侍
た

ち
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
等
は
、
前
項
に
見
た
よ
う
に
、
も
と

「
家
抱
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
家
内
下
人
を
内
附
し
て
お
り
、
や
が
て

延
宝
検
地
を
受
け
る
迄
に
こ
れ
ら
を
分
立
さ
せ
る
勢
い
に
あ
っ
た

が
、
な
お
、
個
別
的
理
由
に
よ
っ
て
未
分
立
の
「
家
抱
」
を
擁
す
る
も

の
も
あ
り
、
彼
等
が
譜
代
生
得
の
下
人
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
頃
「
生
は
へ
下
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

寛
永
期
に
由
来
す
る
若
干
の
人
質
証
文
（
４
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

永
代
質
奉
公
人
は
、
以
上
の
譜
代
奉
公
人
と
も
年
季
奉
公
人
と
も

違
っ
た
存
在
で
あ
り
、
前
掲
史
料
ニ
ノ
⑥
に
宗
門
改
帳
編
製
の
前

年
に
、
欠
落
を
薦
め
ら
れ
て
実
行
し
た
市
助
は
、
こ
の
種
の
る
の

で
あ
っ
た
が
、
延
宝
宗
門
帳
上
で
は
、
も
う
ど
の
家
に
も
姿
を
見
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せ
て
い
な
い
。
名
主
四
郎
左
衛
門
家
の
家
族
構
成
（
太
郎
兵
衛

血
縁
家
族
七
人
、
下
男
三
人
、
下
女
四
人
、
下
男
生
は
ヘ
ー
人
、

庄
兵
衝
血
縁
家
族
六
人
、
下
男
一
一
一
人
、
下
女
二
人
、
下
女
生
は

ヘ
ー
人
）
を
追
跡
し
つ
つ
、
譜
代
奉
公
人
、
質
物
奉
公
人
を
労
働

力
と
し
た
上
層
農
民
の
農
業
経
営
が
、
幕
藩
領
主
の
小
農
民
自
立

政
策
に
よ
っ
て
絶
え
ず
解
体
の
危
機
に
直
面
し
、
寛
文
延
宝
期
に

は
、
年
貢
未
納
・
身
代
漬
の
百
姓
の
土
地
を
集
積
し
、
名
主
太
郎
兵

衛
は
、
記
録
に
明
ら
か
な
幕
領
部
分
だ
け
で
五
町
六
反
余
の
耕
地

と
一
町
四
反
余
の
野
銭
林
を
有
す
る
一
方
、
譜
代
奉
公
人
と
し
て

の
家
抱
の
名
残
り
で
あ
る
「
生
は
Ｃ
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
よ
り

多
く
年
季
奉
公
人
に
依
存
す
る
経
営
を
維
持
し
た
も
の
と
思
う
。

（
○
こ
う
し
て
、
荒
川
村
に
お
い
て
は
、
寛
文
延
宝
期
を
中

心
に
「
家
抱
」
と
呼
ば
れ
る
譜
代
奉
公
人
が
「
お
し
は
な
」
さ
れ
、

「
人
じ
ち
」
と
呼
ば
れ
る
質
物
奉
公
人
が
「
か
ど
い
出
」
さ
れ
る

一
方
、
近
村
か
ら
の
年
季
奉
公
人
を
「
抱
置
」
く
と
い
う
形
で
、

家
族
構
成
の
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
宗
門
政
と
検

地
は
、
こ
の
傾
向
を
推
進
し
、
か
つ
、
承
認
す
る
形
で
行
わ
れ
、

こ
う
し
て
、
農
民
家
族
構
成
の
面
か
ら
見
た
近
世
村
落
の
形
成
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

註
（
１
）
拙
稿
「
近
世
農
民
の
「
役
』
に
つ
い
て
Ｉ
松
本
藩
に
お
け
る
本
百

姓
の
性
格
ｌ
」
（
法
政
史
学
九
号
、
昭
和
三
十
二
年
）
七
七
頁

註
巧
、
詳
し
く
は
金
井
圓
「
松
本
藩
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の
確
立
（
七
）

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ
い
て
（
青
木
）

Ｉ
土
地
制
度
の
沿
革
考
証
ｌ
」
（
信
濃
六
ノ
一
一
・
一
二
合
併
号
、

昭
和
二
十
九
年
）
。

（
２
）
寛
文
十
二
年
水
帳
名
寄
の
市
郎
兵
衛
分
を
見
る
と
－
１
中
畑
弐
畝
弐

四
歩
林
中
居
候
所
」
と
記
さ
れ
た
部
分
は
、
「
是
ハ
惣
左
衛
門

汐
取
」
と
註
記
さ
れ
、
さ
ら
に
「
内
壱
畝
拾
弐
歩
善
兵
衛
江
わ
た
す
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
惣
左
衛
門
六
○
才
、
善
兵
衛
一
一
一
四
才
と
い
う
年

令
か
ら
し
て
、
二
人
は
親
子
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
こ
う
し
た
着
想
は
、
目
彦
○
日
四
の
○
・
ｍ
目
一
岳
》
目
言
し
ぬ
日
臥
：

○
円
一
四
口
の
。
帛
冨
・
ロ
の
日
］
ロ
ロ
目
・
の
白
日
・
ａ
》
Ｂ
ｍ
Ｄ
・
ロ
ロ
・
墨
Ｉ
四
ｍ

に
も
、
法
的
身
分
と
社
会
的
実
態
と
の
間
の
不
均
等
な
展
開
と
し
て

説
明
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。

（
４
）
一
例
を
挙
げ
る
。

借
用
申
金
子
之
事

合
弐
両
者
但
江
戸
小
判
他
（
利
）

右
之
分
借
用
申
所
実
正
也
、
但
理
足
之
義
者
壱
月
二
付
而
壱
分
二
付

（
利
）

四
十
文
ツ
ッ
ニ
相
定
申
、
来
る
八
月
廿
八
日
ニ
ハ
急
度
本
理
共
相
済

し
可
申
候
、
若
済
し
か
ね
申
候
者
人
じ
ち
相
渡
し
可
申
侯
（
下
略
）

寛
永
六
年
己
ノ
六
月
十
五
日

持
田
四
郎
左
衛
門
殿参

一

○
一

ロロ借
入入主

岡
・
田長
左
衛
門
州

五
兵
衛
（
花
押
）

甚
左
衛
門
⑩
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五
、
む
す
び

寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
幕
藩
領
主
の
小
農
民
自
立
政
策
に
よ
っ

て
、
荒
川
村
で
は
、
寛
文
十
二
年
の
一
連
の
検
地
政
策
及
び
延
宝

四
年
の
総
検
地
を
通
じ
て
、
本
百
姓
体
制
を
確
立
す
る
。
し
か
し

低
生
産
性
畑
作
農
村
で
あ
る
荒
川
村
の
農
民
達
は
、
農
作
経
営
の

承
で
は
自
給
出
来
ず
、
早
く
か
ら
金
納
年
貢
の
調
達
、
飯
米
そ
の

他
必
需
品
購
入
の
た
め
、
農
間
余
業
に
依
存
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
元
禄
十
一
一
年
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
「
荒
川
村
馬
草
場
一

円
無
御
座
、
林
一
一
而
、
薪
を
坂
五
六
里
程
シ
、
付
ヶ
参
、
こ
や
し

に
取
替
、
作
等
仕
付
ヶ
申
候
得
共
、
薄
畑
故
、
夫
食
毎
年
不
足
一
一

而
買
喰
一
一
困
窮
迷
惑
仕
候
、
就
夫
、
御
年
貢
上
納
身
命
を
た
す
か

り
申
儀
〈
、
林
之
影
を
頓
一
一
仕
候
」
と
あ
り
、
荒
川
村
に
お
け
る

近
世
前
期
の
農
間
余
業
と
し
て
の
山
稼
に
よ
る
或
る
程
度
の
農
民

側
収
入
源
の
確
保
が
、
小
農
民
自
立
条
件
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
寛
文
延
宝
期
に
、
名
主
太
郎
兵
衛
を
し
て
、

組
頭
兵
左
衛
門
が
「
う
ろ
た
い
者
」
に
な
り
、
組
頭
権
之
丞
が
「
百

姓
を
仕
な
が
ら
不
断
あ
き
な
い
を
仕
候
と
て
、
方
ど
う
ろ
た
い
あ

る
き
や
と
不
罷
有
」
と
い
わ
し
め
て
い
る
よ
う
な
商
品
流
通
機
構

へ
の
参
加
、
一
大
消
費
都
市
江
戸
の
発
達
、
熊
谷
。
深
谷
・
寄
居

と
い
う
中
世
以
来
の
市
場
の
影
響
下
に
お
か
れ
た
荒
川
村
の
特
徴

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
史
料
は
残
念
な
が

法
政
史
学
第
一
五
号

ら
こ
の
村
に
は
残
存
し
て
い
な
い
。

〔
附
記
〕
本
稿
の
基
礎
と
た
っ
た
史
料
の
採
訪
は
、
持
田
英
孝
家
、
史
料
編

纂
所
員
金
井
圓
氏
、
花
園
村
村
史
編
纂
委
員
小
久
保
忠
克
氏
、
同

田
尻
高
樹
氏
ら
の
御
厚
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
金

井
氏
に
は
、
本
稿
作
成
に
当
り
、
直
接
御
指
導
い
た
だ
き
、
田
尻

氏
に
は
史
料
調
査
上
色
食
と
便
宜
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
記
し

て
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
（
昭
和
三
十
七
年
八
月
七
日
成
稿
）

一

○
二
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